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研究成果の概要（和文）：本研究は、工芸(品)の商品としての特異性に着目して、アジアにおける工芸(品)の生産、流
通、消費のプロセスを分析した。工芸(品)は、他の消費材とは異なり、別種のマーケットを移動、転位することによっ
て、実用品が、アンティークになるように、他の商品カテゴリーに移行して、付加価値が生じることがある。この意味
では、工芸(品)は変身可能な、永遠の商品たりうる。このように通常の消費材とまったく異なる動きをする商品として
の工芸(品)に着目することで、経済学や経済人類学がその理論的前提としている商品概念の再考が可能になる。

研究成果の概要（英文）：This research project focuses on the peculiarity of Asian traditional crafts as a 
commodity. Crafts are transformable / eternal commodities, as they can transform from utility articles to 
souvenirs, and to art object in extreme cases. Thus they can get additional value. Observing the trail of 
transborder moves of crafts as commodities enables us to reconsider the basic theoretical premise of the 
concept of commodity in economics and in economic anthropology.

研究分野：人類学(anthropology)又は文化人類学(cultural anthropology)

キーワード： 工芸　経済学　商品　転位　付加価値　経済人類学
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１．研究開始当初の背景 
  工芸は、今日の社会状況においては、機
械生産から取り残された、いわば後進的な
産業の様態であるとみなされていた。さら
に、生産業がサービス業へと移行する中で、 
 モノとしての形態を持つ商品の生産その
ものも、ポストモダン社会においては、過
去の産業形態の残したものとみなされが
ちであった。しかし、その一方で、モノが
過去の記憶や旅のスーヴニール（土産物）
などとして、重要な意味を持つものとして、
評価される風潮もあったし、ファッション
やアートのシーンの中で、工芸が重要なフ
ァクターとして再発見されてもきた。 
  このような複雑な状況の中で、工芸を再
評価する気運は高まってきたと思われる。
一つは、機械化の進行の中で、人間的要素
を多く含んだ生活環境の再構成の為に、工
芸、特に手工芸品が重要と考えられるよう
になったことが契機となったといえる。人
間的な生活のために、人間の手の作用がわ
かる工芸品の役割が再評価されたのであ
る。二つ目に、高度な技術と大規模な工場
でつくられる製品に対して、工芸品は、投
下資本が少なく、原材料や加工のエネルギ
ーが少なくてすむため、環境負荷が小さい
生産業であり、地方的色彩があって、地方
の振興に適していることが、注目され始め
た。このため、工芸は、工業よりもより次
世代的な生産形態であるとみなされさえ
した。 
  しかし、いずれにしても、こうした状況
を正確に分析する為には、今日、日本を中
心にアジア地域を中心に、工芸がどのよう
に存続し、どのような役割をはたしている
のかを明らかにするための、精確な情報が
必要であることは、いうまでもないであろ
う。特に、グローバル化した現在のアジア
において、どのような工芸をめぐる事態が 
 生起しているのかをまず見極める必要が
あるであろう。このため、グローバル化し、
変化の激しいアジアの現在を把握する為
の視座が設定されなくてはならないであ
ろう。この要請を満足させるための研究の
目的と枠組みの設定が、商品としての工芸
という視座である。 

 
２．研究の目的 
  本研究では、アジア地域における工芸を
めぐる複雑な現象を、一つの統一的な視座
から捉えることが求められる。それが、“商
品としての工芸”という視点である。工芸
が、自家生産自家消費されていた過去がな
いわけではないし、今日でも、狭い地域内 
 で、一定品目の工芸が、地産地消される例
がないわけではないが、ほとんどあらゆる
工芸は、かなり広い流通域を持っており、
多くは、国境を超える。時には、何回も国
境を超える品目もある。そのため、流通と
消費が、生産とは地域を違えることが“商

品としての工芸”という視点からは前提と
されている。 
  そして、工芸品が、いわゆる芸術品（ア
ート）と違う最大の性格は、その使用、機
能によることは、ここでいうまでもないこ
とであろう。工芸品は、何らかの使途を持
っていて、実用されるのである。しかし、
今日のグローバル化したアジアの域内で
は、この機能性も検討されなくてはならな
い項目である。というのは、当初、はっき
りとした実用、例えば食器として作られた
物が、商品として遠くへ運ばれていく内に 
 飾り物として扱われることすらある。日本
でも、肥料の散布の為の籠が、食器を食卓
に飾る籠になっていることすらあるので、
何ら奇異なことではない。 
  ここに見るように、使用法の変化が起こ
ることは、商品としての工芸が、その商品
としてのカテゴリーを別の物に変えうる
ことを示している。実用品が飾り物に、あ
るいは、スーヴニールへと変化するという
ことは、工芸は、いくつもの商品カテゴリ
ーを移り歩きうることを示唆している。そ
して、商品カテゴリーを転位するというこ
とは、、その間に、付加価値がつくことさ
え意味する。もちろん、壊れて破棄される
こともありうるが、例えば、古い布にみる
ように、美しいものと認定されれば、それ
はアンティークとして、断片でも高価に売
買されうるのである。ということは、工芸
品は、商品カテゴリーを転位させることに
よって、付加価値をつけて、くり返し生き
返り、永遠の商品となりうるということで
ある。古いアジアの布が、日本において茶
道具の仕覆として高価に取引され、インカ
やコプトの布が、数センチ四方になっても 
 高価なアンティークとして売買されるの
は、極端な例ではあるが、工芸の商品とし
ての性格をよく示している。ネパールの木
工品、ラオスの布、インドネシアの絣布な
ど、枚挙にいとまがないであろう。 
  本研究は、こうした“商品としての工芸”
の特異性を明らかにし、それによって、ア
ジア地域においてグローバル化する経済
活動の特異な一面を明らかにしようとす
る。その一方で、工芸という特異な商品が 
 地域振興などに役立つ可能性をもちうる
理由を証明することを目指す。さらに、こ
の作業は、通常の消費材によって代表され
る“商品”という物のイメージが、決して 
 普遍的なものではないこと、多様な変化を
とげ、商品カテゴリーを移行し、さらに付
加価値をつけていく、工芸という商品のイ
メージから、商品という概念そのものを再
考する必要があることを示すのである。 

 
３．研究の方法 
  本研究は、グローバル化するアジアにお 
ける商品としての工芸の運動をマクロス
コピック捉える為に、以下のような方法を



用いることにする。ネパールのカトマンズ、
インドネシアのバリ島という、アジア工芸
の一次集積地を措定する。ネパール全土、
インドネシア各地から、カトマンズとバリ
島を経て、工芸が集まってくることから、
一次集積地と呼ぶのである。そして、これ
らの物が、さらに、タイのバンコクに集め
られる。バンコクでは、さらに評価が行わ
れ、その上で、欧米・日本へと出荷される。
そのため、バンコクを二次集積地と呼ぶ。
バンコクは、ラオスやカンボジア、ミャン
マーなどにとっては、同時に一次集積地と
なる。 
 生産地で作られた工芸が、まず地方の市
場や問屋によって集められ、首都の工芸品
マーケットに集まり、主要な物が一次集積
地に集められ、さらに二次集積地で認証を
与えられ、評価されて、外国のマーケット
へと輸出されるわけである。この過程にお
いて、どのように工芸品が、商品カテゴリ
ー間を転位するか、どのような付加価値を
得るかを明らかにするのである。これは、
全て人類学的な調査というフィールドワ
ークによって行われる。同時に最終消費地
である日本の輸入業者の活動についての
調査から、いわば逆方向に探索されること
になる。すべて商取引の現場で行われるた
め、これまで長い調査経験とラポートを持
っている研究代表者以外には、けっして容
易な調査ではないはずである。 
 
４．研究成果 
  成果については、まず各年次ごとの調査 
 によって明らかになったことをまとめ、そ 
れを総括することにしたい。 
 まず、第一年次（平成 25 年度）につい 
ては、ネパール、カトマンズとインドネシ 
ア、バリ島という工芸の一次集積地と、タ 
イのバンコクというアジア工芸の二次集 
結地について、予定通りの調査を行い、そ
れぞれに原材料、製造工程、生産地、価格、 
必要なロジスティクス等が異なる品目に
ついて資料を得ることができた。第一次集
積地において、特に新しく、手工芸ではあ
るが、半ば、工場といってよい所で、かな
り大量に作られる安価な工芸（多くは、持
ち運びやすい軽量、小型のスーヴニールの
品目となる）と、古いもので、一品物で稀
少かつ高価な工芸（これには、家具、絨毯
といった大きなものから、ビーズや装身具
といった小さなものまである）との間に、
大きな差異があることを確認できた。布、
家具、装身具などについては、修繕やリメ
イクを通して、昔は前者であった工芸が後
者となっていく様相も追跡できた。これら
が、第二次集積地における、取り扱い業者
の違い、商品としての性格の差異化、価格
帯の分化をもたらすものと考えられる。ア
ジアにおける工芸の生産地（あるいは、は
じめて商品化される場所）に近い第一次集

積地においても、その集積地に工芸品を運
び込むミドルマンと、それを買い入れて、
さらに第二次集積地あるいは消費地へと
荷出しをする商人がおり、この間において
も品物の経済的な場が変位し、付加価値が
生じるという現象が認められた。工芸の商
品としての経済的転移と付加価値の発生
は、第一次集積地と第二次集積地の間だけ
ではなく、より微分的に第一次集積地の周
辺でも生起するものであることを確認し
た。 
 第二次（平成 26 年度）については、前
年度の調査を継続して、精緻化する一方で、
工芸生産のアジアにおける歴史的変化を
概括することを試みた。特に、スーヴニー
ルとアンチークというマーケットについ
ても、調査を拡げた。以下のようにまとめ
られるであろう。工芸は古くから、地域の
人々の衣食住労働にかかわる生活必需品
を生産してきた。それは、物質文化の全般
から、それを加工利用する活動の全てに及
ぶものであった。しかし、産業革命以後、
機械を用いる工場制の大量生産が発達す
るに及んで、工芸の活動範囲は、工業にと
ってかわられ、工芸は衰退を余儀なくされ
た。それでも、機械生産をおこなうことの 
できない狭い特殊な使途をもつ物品や、き
わめて製作の困難な少量生産物について
は、工芸が今でも重要である。さらには近
年になって、交通が便利になり、一方で経
済的格差が広がるとともに、人々の移動が
頻繁かつ大規模になった結果、ツーリズム
が隆興することになり、かえって僻遠の地
の工芸品が、単なる日用道具としての評価
から、スーヴニールとして認められること
になった。これは、工芸の商品としてのカ
テゴリーが、日用品から別のカテゴリーに
移行したために、付加価値を生じさせた現
象とみなすことができる。実際、経済的に
豊かな国々において、富裕層の流行として、
エスニック・アートのコレクションが行わ
れるようになると、ネパールの山地やイン
ドネシアの遠い離島においては、見捨てら
れていた古い民芸や手工芸の品物が、各地
の集積センター（例えばタイのバンコクな
ど）に集められ、想像もされなかった高値
で取引されることになった。採集されたと
ころと、最終的に販売されるところでは、
その価格に１００倍以上の差があること
も、稀ではない。この現象は明らかに工芸
の現在の状況をよく示しており、手仕事や
手工芸というものが、商品として、それぞ
れの文化（と文化間の差異）で独自の運動
をしていることを考える必要があること
を示唆している。 
 第三年次（平成 27 年度）は、調査活動
よりもむしろ、その理論的な検討を中心と
した。以下のような総括が可能であろう。 
 本研究は、当初から工芸（品）が、商品
として特異な性格をもつことに着目して



始められた。アジア各地域と日本各地にお
ける工芸（品）の商品としてのあり方をフ
ィールドワークをとおして明らかにする
一方で、それらを相互に対照することで、
その一般的な含意を探ろうとした。現在最
も顕著な工芸の変化は、一方において工芸
が大量生産の工業製品に置き換えられる
ことであり、もう一方において観光の土産
品になっていくことである。いずれにして
も、工芸は、２０世紀半ば以前のように、
実用的機能的なものではなくなっており、
アジア地域においては中国製の安価な大
量生産品が、従来の手工芸品に完全に置き
換わった。観光土産品としての需要は、同
様に中国やインドからのツーリストの増
加によって、大きな変化を工芸に及ぼした。 
 しかし、このような大きな潮流の中で、
伝統的な手工芸品が独自の運動をしてい
ることも明らかになった。それは、これら
の工芸品が従来の生産・流通地域から遠く
離れることによって、生産・流通地での従
来の実用や機能とは全く別の商品となる
という現象である。研究代表者は、これを
工芸の経済的転位と名付けた。もし食事用
のサジであったものが、鑑賞用に用いられ、 
数倍の値段で取引されるのは、好例である。
これによって、工芸に大きな付加価値が付
与される。 
 明らかに、この経済的転位と付加価値は、
工芸だけにみられるものではないが、その
顕著な特性である。それに焦点を合わせる
と、むしろ、従来行われた経済的な「商品」
の定義を再考しなくてはならなくなる。
「商品」の「寿命」が著しく長く、経済的 
転位によって、大きな付加価値を生じる工
芸は、経済学に、新しいモデルを発想させ
る事例であることを明らかにすることが
できた。 
 以上のように、時季おくれな商品とみな
されがちな工芸を対象とすることによっ
て、現代の工芸が、商品としてきわめて特
異な軌跡を描きながら、商品カテゴリーを
横断して、付加価値を得、時にはグローバ
ルコモデティとなることを示した。これは、
商品という経済学の重要な方法概念につ
いて、再考するきっかけをも与えることが
明らかになった。 
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